
　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

ながら紹介します。（使えるフレーズ付で活動を紹介！）

②は，外国語活動からつながる中学校英語の姿を紹

介します。

③は，これからのアルファベット指導の支えになる

知識（フォニックスの基本知識）を紹介します。

①は，下記のようなフレーズを使いながら進める活

動アイデアをALTや市内英語講師にも協力いただき

後半15：05～16：35です。（90分）

概要は左記の通りですが，外国語は①単語や表現の

学習，②中学校英語の学習，③アルファベットの指

導の3本柱となっています。

日課表に関しては，今後も情報が入りましたらお伝えしていきます。

　なお，３学期・年度末までには大きな動きがあることが見込まれます。情報は随時お伝えしていきたいと思います。

Ｑ５：高学年の週2時間はどうやって日課表に入れるの？

まず，実質的に時数増となる高学年週2時間の英語をどう組むかということが大きな課題となってきます。

材料の基本になるものが文科省より示される見通しです。

その後年度末までに校内的な検討を経て，30年度から5・6年英語週2時間相当を試行してみてはどうでしょう。

ずつで，という学校まであるようです。ここまでくると，実態はもはや「時間合わせ」ですが，大切なのは「年間

1時間45分を，15分3コマで，0.5時間扱いとして22分と23分に分割して，さらには月曜から金曜まで毎日9分

1年間かけて試行してみると，いろいろ現実的な不具合が出てくるかと思います。それを再検討し，必要であれば

週29コマは現実的には難しいので，多くの学校で検討されているのが短時間学習です。

日課表を再修正し，本格運用開始という形にもっていくのがよいと思います。もちろん最終的には学校判断ですが。

室蘭市小学校
外国語活動
巡回指導教諭
海陽小 相馬和俊羅針盤

　これまで，目標（現行の外国語活動）と教室英語，指導者および指導力向上のための研修，新たな教科・外国語活動のための

2016.12.22(木)

No. 27

　今回パート３は，カリキュラム・マネジメント～時数～についてです。（一応これで“スッキリ”シリーズは終えたいと思います。）

環境整備（教材）について，現時点での状況等を整理してお伝えしてきました。

70時間の指導内容の何を短時間学習で行うか」という視点です。

こう考えると「年間指導計画がなければなかなか日課表検討までは・・・」ということになりそうですが，実務を

＊再検討で参加希望の方は，早目に教育研究所へご連絡ください。

このことに関しても，「年間指導計画のうち，こういった部分は短時間学習での実施が可能でしょう」といった判断

担当する各校の教務担当者は，29年度の早い段階でいくつかのプランを考えておくことをお勧めします。

再度ご案内します。外国語研修講座いかがですか！

既に各校に研修案内が配布・周知されていることと

思いますが，年明けの１月１０日（火），旭ヶ丘小

学校を会場に，室蘭市教育研究所の研修講座が開催

されます。

今回も２部構成の講座で，外国語教育研修講座は，

Useful Expressions for Activities 

Missing Game

Spread the cards out, face up.
Close your eyes.／Heads down.
Take a card.
It’s a secret.／Keep it secret.
Don’t look!　　　Don’t cheat!
Open your eyes. ／Heads up.
What’s missing?


